
履修コード/科目名称 195011　 /　 健康・ ス ポーツ実習

開講年度 2015年 開講曜日・ 時限 火・ １

担当教員氏名（カナ） 栁　 浩二郎 （ ヤナギ　 コ ウ ジロ ウ )

副担当教員氏名（カナ） 鈴木　 淳平 （ ス ズキ　 ジユンペイ ）

出井　 章雅 （ デイ 　 アキマサ）

益川　 満治 （ マス カワ 　 ミ ツハル）

山口　 良博 （ ヤマグチ　 ヨ シヒ ロ ）



履修コード/科目名称 195011　 /　 健康・ ス ポーツ実習 （ 卓球） 　

開講年度 2015年 開講曜日・ 時限 火・ １

担当教員氏名（カナ） 栁　 浩二郎 （ ヤナギ　 コ ウ ジロ ウ )

授業概要

到達目標（ねらい）

授業スケジュール

準備学習

履修上の留意点

成績評価の方法 70%

30%

教科書/テキスト

参考書

その他

関連リンク

生涯にわたってゲームを楽し むために必要と さ れる 基本的な技術や戦術を習得し 、 シ
ングル・ ダブルス のゲームを行う 。

卓球の基本技術や戦術、 ルールを理解し て、 身体運動の実践を通し て動く こ と の楽し
さ 、 仲間と 協調し てゲームを楽し むこ と を知る こ と が大き なねら いである 。 ま た、 卓
球は、 手軽に実践でき る ス ポーツであり 、 生涯ス ポーツにも 適し ている 。 授業におけ
る 実技を毎回実践する こ と によ り 、 生涯ス ポーツを実践する 習慣の基盤をつく り た
い。

第1回 オリ エンテーショ ン、 授業目標の説明

第2回 ラ ケッ ト の説明、 フ ォ アハンド の基本技術、 ミ ニゲーム

第3回 バッ ク ハンド の基本技術、 ミ ニゲーム

第4回 ルール及びゲーム展開の仕方の説明、 サーブの基本技術

第5回 シングルス ゲーム

第6回 シングルス ゲーム

第7回 シングルス ゲーム

第8回 シングルス ゲーム

第9回 シングルス ゲームの説明、 ゲーム

第10回 ダブルス ゲーム

第11回 ダブルス ゲーム

実技

第12回 ダブルス ゲーム

第13回 ダブルス ゲーム

第14回 ト ーナメ ント 試合

第15回 ト ーナメ ント 試合

特になし

服装は、 一般的なス ポーツウ ェ アと する 。 室内用のシュ ーズを用意する こ と 。

平常点

講義のねら いを達成する ためには、 毎回授業に出て実技を実践する こ と が大切であ
る 。 し たがって、 成績は出席点70％、 実技点30％で評価を行う 。



履修コード/科目名称 195011　 /　 健康・ ス ポーツ実習 （ ゴルフ ） 　

開講年度 2015年 開講曜日・ 時限 火・ １

担当教員氏名（カナ） 鈴木　 淳平 （ ス ズキ　 ジュ ンペイ )

授業概要

到達目標（ねらい）

授業スケジュール

準備学習

履修上の留意点

成績評価の方法 80%

20%

教科書/テキスト

参考書

その他

関連リンク

本講義では、 よ り 豊かな余暇活動と し て最良の生涯ス ポーツである ゴルフ を教材と し
その理論と 実践を学習する 。

楽し く ・ 安全に、 ラ ウ ンド プレ ーをする 為の基礎知識、 ショ ッ ト の基礎技術、 およ び
マナーを身につける こ と を主な目的と する 。

第1回 オリ エンテーショ ン　 種目選択　 ガイ ダンス

第2回 ゴルフ ス イ ングの基礎（ グリ ッ プ、 アド レ ス 、 ス イ ング）

第3回 基礎技術の習得、 打撃練習（ ピ ッ チングウ エッ ジ）

第4回 基礎技術の習得、 打撃練習（ ９ アイ アン）

第5回 基礎技術の習得、 打撃練習（ ７ アイ アン）

第6回 打撃練習（ ９ アイ アン・ ７ アイ アン・ １ ウ ッ ド ）

第7回 打撃練習（ ９ アイ アン・ ７ アイ アン・ １ ウ ッ ド ）

第8回 打撃練習（ アプロ ーチショ ッ ト ）

第9回 打撃練習（ アプロ ーチショ ッ ト ）

第10回 パッ ティ ング ( ゴルフ ク ラ ブの解説)

第11回 パッ ティ ング ( ゴルフ コ ース の解説)

総合評価

第12回 模擬コ ース のラ ウ ンド プレ ー（ マナー、 エチケッ ト の解説）

第13回 模擬コ ース のラ ウ ンド プレ ー（ マナー、 エチケッ ト の解説）

第14回 技術習得度・ 理解度の確認

第15回 技術習得度・ 理解度の確認

特になし

１ ． 運動に適し たス ポーツウ ェ ア、 シュ ーズで受講する こ と 。
２ ． ゴルフ 用グロ ーブを各自用意する こ と 。
３ ． 積極的に運動する こ と 。
４ ． 雨天およ び強風時は、 教場変更の場合がある ので掲示板を確認する こ と 。

平常点

授業に出席し て実技を実践する こ と が重要である 。 出席を重視し 、 運動参加への積極
性など を総合的に評価する 。 出席点は評点の80％と し 、 遅刻や欠席の減点法で計算す
る 。 その他、 技術習得度、 運動参加への意欲、 積極性、 協調性、 受講態度等を加え総
合的に評価する 。



履修コード/科目名称 195011　 /　 健康ス ポーツ実習( テニス )

開講年度 2015年 開講曜日・ 時限 火・ 1

担当教員氏名（カナ） 出井　 章雅  （ デイ 　 アキマサ）

授業概要

到達目標（ねらい）

授業スケジュール

準備学習

履修上の留意点

成績評価の方法 60%

20%

10%

10% 体力の維持増進度

教科書/テキスト

参考書

その他

関連リンク

テニス は年齢や性別問わず一生涯楽し める ス ポーツです。 「 競技」 と し てのテニス は
運動量が多く 、 タ フ なス ポーツですが、 授業では「 生涯ス ポーツ」 と し て捉え、 自己
の体力や技術を知り 、 仲間と 力を合わせ「 運動の楽し さ 」 と フ ィ ッ ト ネス ・ ス キルの
向上を計り 、 ス ポーツのも つリ ーダーシッ プ・ フ ォ ロ ーシッ プの理解度を深め、 心身

グラ ウ ンド ス ト ロ ーク 、 ボレ ー、 ス マッ シュ 、 サービス など の基本的打球技術の習得
と 、 ルールやマナーを理解する 。 ま た、 テニス を通じ てス ポーツの持つ価値を実感
し 、 自分の能力や技術に合わせた楽し み方を身につけス ポーツを生活の一部と し て
養ってほし い。 さ ら に、 経験者や未経験者においても 共通の体験・ 経験を通し て、 大
学時代でなければ得ら れない人間関係を作り 、 社会性を養い、 総合的人格の形成を目
指し ていき ま す。
第1回 オリ エンテーショ ン、 授業目標の説明

第2回 ラ ケッ ティ ング、 ボレ ー、 ミ ニス ト ロ ーク （ ボールの回転やグリ ッ プの特性）

第3回 ス ト ロ ーク の基本技術Ⅰ　 簡易ゲーム

第4回 ス ト ロ ーク の基本技術Ⅱ　 簡易ゲーム

第5回 ス マッ シュ 、 サービス の基本技術　 簡易ゲーム

第6回 ボレ ーの基本技術　 簡易ゲーム

第7回 ラ リ ーを通し ての応用練習

第8回 PLAY＆STAYの導入　 簡易ゲーム

第9回 半面でのシングルス ゲーム

第10回 半面でのシングルス ゲーム（ 団体戦）

第11回 ダブルス のルールと 戦術

技術習熟度

第12回 シングルス ・ ダブルス のゲーム（ 団体戦）

第13回 シングルス ・ ダブルス のゲーム（ 団体戦）

第14回 ダブルス のゲーム（ ト ーナメ ント ）

第15回 理解度の確認

体育実技なので、 フ ルに動ける よ う 体調管理に留意する こ と 。
授業内でも 説明する が、 あら かじ めテニス のルールを理解し ておく こ と 。

・ 履修者の技術レ ベルは問わない。
・ 服装は一般的な運動服装と する 。
・ ラ ケッ ト は貸与する 。

平常点

ルール等の理解

新版テニス 指導教本（ 大修館書店） 、 JTAテニス ルールブッ ク 　 ※必要毎に配布し ていき ま す。

雨天の場合は、 テニス の歴史、 技術の科学的解説、 映像によ る 戦術の解説およ び分析
など の講義を行う か、 テニス に必要なト レ ーニングを体育館で行う 予定である 。



履修コード/科目名称 195011　 /　 健康・ ス ポーツ実習（ ソ フ ト ボール）

開講年度 2015年 開講曜日・ 時限 火・ 1

担当教員氏名（カナ） 益川　 満治　 （ マス カワ 　 ミ ツハル）

授業概要

到達目標（ねらい）

授業スケジュール

準備学習

履修上の留意点

成績評価の方法 80%

20%

教科書/テキスト

参考書

その他

関連リンク

ソ フ ト ボールを教材と し 、 ゲームを中心と し た内容で授業を展開する 。

「 投げる 」 「 捕る 」 「 打つ」 と いった基本的な技術の修得およ び実践練習の中でルー
ルを理解し 、 チームゲームの実践をと おし て、 よ り 良い人間関係を獲得する 基盤を養
成する こ と を目的と する

第1回 オリ エンテーショ ン、 授業内容の説明

第2回 キャ ッ チボール、 フ ラ イ ・ ゴロ の捕球、 ト ス バッ ティ ング、 ゲーム

第3回 キャ ッ チボール、 フ ラ イ ・ ゴロ の捕球、 ト ス バッ ティ ング、 ゲーム

第4回 シート ノ ッ ク 、 フ リ ーバッ ティ ング、 バント 、 ゲーム

第5回 シート ノ ッ ク 、 フ リ ーバッ ティ ング、 バント 、 ゲーム

第6回 総合練習、 ゲーム

第7回 総合練習、 ゲーム

第8回 総合練習、 ゲーム

第9回 総合練習、 ゲーム

第10回 総合練習、 ゲーム

第11回 総合練習、 ゲーム

総合評価

第12回 総合練習、 ゲーム

第13回 総合練習、 ゲーム

第14回 総合練習、 ゲーム

第15回 理解度の確認

規則正し い生活をし ま し ょ う 。

服装： 一般的な運動服装と する 。
シュ ーズ： ラ ンニングシュ ーズ、 アッ プシュ ーズ可。  ス パイ ク は不可と する 。

平常点

平常点80％、 総合評価（ 積極性・ 協調性・ 受講態度等） 20％と する 。
授業に出席し て実技を実践する こ と が重要である 。 遅刻、 欠席は減点の対象と する 。



履修コード/科目名称 195011　 /　 健康･ス ポーツ実習（ 室内球技）

開講年度 2015年 開講曜日・ 時限 火・ 1

担当教員氏名（カナ） 山口　 良博　 　 　 （ ヤマグチ　 ヨ シヒ ロ ）

授業概要

到達目標（ねらい）

授業スケジュール

準備学習

履修上の留意点

成績評価の方法 80%

20%

教科書/テキスト

参考書

その他

関連リンク

バス ケッ ト ボール、 バレ ーボール、 バド ミ ント ンを主な種目と し 、 それぞれの競技を
楽し むための基礎技術やルールについて学ぶ。

各種目での技術上達はも と よ り 、 ゲーム等をと おし て協調性やリ ーダーシッ プ等を養
う 機会と し 、 豊かな人間関係作り と と も に生涯ス ポーツについても 理解を深める こ と
を目的と する 。

第1回 オリ エンテーショ ン、 授業内容の説明

第2回 バド ミ ント ン（ 基礎練習、 ゲーム）

第3回 バド ミ ント ン（ 基礎練習、 ゲーム）

第4回 バド ミ ント ン（ 基礎練習、 ゲーム）

第5回 バド ミ ント ン（ 基礎練習、 ゲーム）

第6回 バレ ーボール（ 基礎練習、 ゲーム）

第7回 バレ ーボール（ 基礎練習、 ゲーム）

第8回 バレ ーボール（ 基礎練習、 ゲーム）

第9回 バレ ーボール（ 基礎練習、 ゲーム）

第10回 バス ケッ ト ボール（ 基礎練習、 ゲーム）

第11回 バス ケッ ト ボール（ 基礎練習、 ゲーム）

総合評価（ 積極性・ 協調性・ 授業態度など ）

第12回 バス ケッ ト ボール（ 基礎練習、 ゲーム）

第13回 バス ケッ ト ボール（ 基礎練習、 ゲーム）

第14回 受講者と 相談のう え種目を決定（ 基礎練習、 ゲーム）

第15回 受講者と 相談のう え種目を決定（ 基礎練習、 ゲーム）

特になし

ス ポーツウ ェ ア（ 上下） 、 体育館シュ ーズの着用を厳守する こ と 。

平常点

授業に出席し て、 積極的に取り 組むこ と が重要である 。


